
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
作
《
ラ
・
グ
ロ
ー
リ
ア
》

│
│
図
像
解
釈
の
試
み
│
│

坂

根

奈
穂
美

は

じ

め

に

本
論
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
（Tiziano

V
e-

cellio,
1488

/
1490-1576

）
が
、
一
五
五
一
年

│
一
五
五
四
年
に
制
作
し
た
油
彩
祭
壇
画
《
ラ
・

グ
ロ
ー
リ
ア
》La

G
loria

（
賛
美
）（
図
１
）
を

取
り
上
げ
、
そ
の
図
像
解
釈
を
目
的
と
す
る
。
本

祭
壇
画
は
、
画
家
後
半
生
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ

っ
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
（K

arl
V
.,

1500-1558,

在
位：

1519-1556

）
が
、
一
五
五

〇
年
│
一
五
五
一
年
に
か
け
て
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク

図 1 ティツィアーノ・ヴェチェッリオ《ラ
・グローリア》La Gloria、1551-1554年、カ
ンヴァスに油彩、346×240 cm、マドリー
ド、プラド美術館
出典：プラド美術館 HP〈 https : / / www.
museodelprado.es/coleccion/obra-de-arte/la-
gloria/66149817-6f88-4e5f-a09a-81f63a84d145〉
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に
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
を
呼
び
寄
せ
て
注
文
し
た
も
の
で

あ
り
、
退
位
後
の
棲
ま
い
に
選
ん
だ
ス
ペ
イ
ン
辺
境
の

ユ
ス
テ
修
道
院
聖
堂
の
主
祭
壇
画
と
し
て
機
能
し
た

（
図
２
）。
そ
の
た
め
、
祭
壇
画
の
内
容
に
関
し
て
カ
ー

ル
五
世
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。

本
祭
壇
画
の
所
蔵
館
の
プ
ラ
ド
美
術
館
は
、La

G
loria

を
公
式
の
作
品
名
と
し
て
い
る
。
図
像
内
容

は
一
義
的
に
ユ
ダ
ヤ
教
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
教
と
区
別
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
最
大
の
教
義
「
三
位
一
体
」Α

γία
Τριάδα

/
Trinitas

の
賛
美

で
あ
る
。
父
・
子
・
聖
霊
の
三
位
格
（persona
）
を
三
名
の
人
間
の
よ
う
な
姿
で
表
す
図
像
伝
統
は
一
二
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
遡
り
、

ビ
ザ
ン
チ
ン
で
は
父
・
子
・
聖
霊
が
並
列
す
る
三
尊
形
式
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
で
は
、
磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
を
中
心
に
父
・
子
・

聖
霊
を
垂
直
に
構
成
す
る
形
式
が
好
ま
れ
た
。
本
祭
壇
画
で
は
、
父
と
子
が
雲
中
の
玉
座
に
並
列
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
や
フ
ラ
ン
ド
ル
の
国

際
ゴ
シ
ッ
ク
期
の
写
本
彩
飾
画
に
み
ら
れ
る
図
像
形
式
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
三
位
一
体
の
図
像
伝
統
に
は
な
い
新
・
旧
約
聖
書
の
多
数

の
人
物
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
与
者
と
し
て
の
カ
ー
ル
五
世
を
は
じ
め
と
す
る
現
実
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
一
族
が
地
上
で
は
な

く
、
雲
中
に
描
か
れ
る
と
い
う
特
殊
な
図
像
構
成
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
は
図
像
形
式
、
モ
チ
ー
フ
の
着
想
源
、
画

中
の
人
物
の
同
定
、
主
題
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
本
祭
壇
画
が
、
対
抗
宗
教
改
革
期
に
お
い
て
三
位
一
体
の
教
義
を
め
ぐ
る
熾

烈
な
神
学
論
争
が
行
わ
れ
た
時
期
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ル
五
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
擁
護
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
解
釈
も
行

わ
れ
て
き
た
。

図 2 現ユステ修道院聖堂主祭壇画
中央：アントニオ・デ・セグラ《ラ
・グローリア》模写、1580-1584年、
カンヴァスに油彩
出典：Cremades, 2007, p.155.
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本
論
の
目
的
は
、
カ
ー
ル
五
世
を
と
り
ま
く
政
治
状
況
や
引
退
に
際
し
て
彼
が
何
を
望
み
、
こ
の
主
題
を
選
ん
だ
の
か
、
ま
た
、
そ
れ

に
対
し
て
画
家
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
ど
の
よ
う
に
三
位
一
体
の
賛
美
を
描
い
た
の
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
手

続
き
と
し
て
、
第
一
章
で
は
、
本
祭
壇
画
の
来
歴
と
先
行
研
究
を
概
観
す
る
。
第
二
章
で
は
、
三
位
一
体
の
図
像
伝
統
を
確
認
し
た
上

で
、
本
祭
壇
画
の
図
像
の
着
想
源
を
明
ら
か
に
し
、
三
位
一
体
論
争
と
本
祭
壇
画
と
の
関
係
性
を
検
討
す
る
。
第
三
章
で
は
、
本
祭
壇
画

の
図
像
に
お
け
る
独
自
性
を
指
摘
し
、
当
時
の
カ
ー
ル
五
世
の
政
治
的
状
況
、
退
位
に
際
し
て
表
明
し
た
心
情
、
そ
し
て
カ
ー
ル
五
世
の

遺
言
に
記
さ
れ
た
本
祭
壇
画
の
「
最
後
の
審
判
」
と
い
う
表
題
に
着
目
し
、
本
祭
壇
画
の
制
作
意
図
な
ら
び
に
図
像
解
釈
を
行
う
。

第
一
章

作
品
の
成
立
事
情
、
来
歴
と
先
行
研
究

一
│
一

作
品
の
成
立
事
情
、
来
歴

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
国
際
的
な
名
声
を
決
定
的
に
高
め
た
の
は
、
カ
ー
ル
五
世
と
の
関
係
で
あ
る
。
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
、
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
の
た
め
に
制
作
し
、
現
存
す
る
作
品
は
約
五
〇
点
を
数
え
、
主
に
プ
ラ
ド
美
術
館
、
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
（R

eal

M
onasterio

de
San

Lorenzo
de
ElEscorial

）
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
真
筆
と
さ
れ
る
現
存
作
品
の
総
数
は

約
二
七
〇
点
あ
り
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
注
文
作
が
相
当
な
割
合
を
占
め
て
い
る
⑴
。
そ
の
中
で
も
本
祭
壇
画
は
、
皇
帝
が
テ
ィ
ツ
ィ
ア

ー
ノ
を
呼
び
寄
せ
て
直
に
注
文
し
た
数
少
な
い
作
品
で
あ
る
。

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
カ
ー
ル
五
世
の
宮
廷
に
滞
在
し
た
の
は
二
回
で
あ
る
。
一
度
目
は
、
一
五
四
八
年
一
月
に
帝
国
議
会
が
開
か
れ
る

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
に
招
か
れ
、《
騎
馬
の
カ
ー
ル
五
世
像
》（
プ
ラ
ド
美
術
館
）、《
カ
ー
ル
五
世
座
像
》（
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
）、

《
皇
妃
イ
サ
ベ
ル
像
》（
プ
ラ
ド
美
術
館
）
な
ど
の
肖
像
画
が
注
文
さ
れ
た
。
本
祭
壇
画
は
、
一
五
五
〇
年
│
一
五
五
一
年
の
二
度
目
の
ア
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ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
滞
在
中
に
、
皇
帝
よ
り
依
頼
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
制
作
は
イ
タ
リ
ア
帰
国
後
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
行
わ
れ
、
一
五
五

四
年
一
〇
月
に
完
成
し
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
宮
廷
に
送
ら
れ
た
。
カ
ー
ル
五
世
は
一
五
五
六
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
宮
廷
で
退
位
式
を
行

い
、
ス
ペ
イ
ン
王
位
を
長
男
フ
ェ
リ
ペ
二
世
（Felipe

II,1527-1598

）
に
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
位
を
弟
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
（Ferdi-

nand
I.,1503-1564

）
に
譲
り
、
ユ
ス
テ
修
道
院
へ
隠
棲
し
た
。
本
祭
壇
画
は
、
そ
の
際
に
ユ
ス
テ
修
道
院
聖
堂
の
主
祭
壇
画
と
し
て
設

置
さ
れ
た
。

ユ
ス
テ
修
道
院
（M

onasterio
de
Y
uste

）
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
セ
レ
ス
県
、
ク
ア
コ
ス
・
デ
・
ユ
ス
テ
に
あ
る
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
（
ヘ

ロ
ニ
モ
）
会
の
修
道
院
で
あ
る
。
同
修
道
院
は
、
エ
ン
リ
ケ
三
世
（Enrique

III
de
C
astilla,1379-1406

）
の
兄
弟
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
・

ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
（Infante

D
on
Fernando,1380-1416

）
の
後
援
の
下
、
一
四
〇
八
年
│
一
四
一
四
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
ヒ
エ
ロ
ニ

ム
ス
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
一
五
〇
八
年
│
一
五
二
五
年
に
は
修
道
院
に
隣
接
す
る
か
た
ち
で
付
属
聖
堂
が
建
造
さ
れ
た
。

ス
ペ
イ
ン
の
王
室
は
、
厳
格
な
道
徳
と
悔
恨
の
精
神
に
重
き
を
置
く
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
会
の
秩
序
を
好
ん
で
お
り
、
豊
富
な
寄
付
を
も
っ

て
支
援
し
て
き
た
。
カ
ー
ル
五
世
は
、
退
位
後
に
祈
り
を
捧
げ
る
生
活
を
送
る
こ
と
を
決
意
し
、
宮
廷
の
あ
っ
た
マ
ド
リ
ー
ド
よ
り
西
へ

約
二
〇
〇
㎞
の
辺
境
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
会
の
ユ
ス
テ
修
道
院
を
自
ら
の
終
焉
の
地
と
し
て
選
ん
だ
。
同
修
道
院
は
皇
帝
の
側
近
六
〇
人
か

ら
七
〇
人
の
場
所
を
提
供
す
る
た
め
、
一
五
五
六
年
に
拡
張
さ
れ
、
皇
帝
の
居
室
も
整
備
さ
れ
た
。
カ
ー
ル
五
世
の
部
屋
は
修
道
院
聖
堂

の
聖
歌
隊
席
の
隣
に
あ
り
、
深
刻
な
痛
風
の
状
態
で
あ
っ
た
皇
帝
は
寝
台
で
ミ
サ
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
聖
堂
に
あ
る
テ

ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
祭
壇
画
も
皇
帝
の
寝
室
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
五
五
八
年
九
月
二
一
日
、
カ
ー
ル
五
世
は
ユ
ス
テ
修
道
院
で
亡
く
な
り
、
ユ
ス
テ
修
道
院
聖
堂
の
祭
壇
下
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
後
に

フ
ェ
リ
ペ
二
世
に
よ
っ
て
、
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
内
王
室
霊
廟
へ
移
葬
さ
れ
た
。
本
祭
壇
画
も
、
一
五
六
六
年
、
フ
ェ
リ
ペ
二

世
に
よ
り
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
に
運
ば
れ
、
一
八
三
七
年
に
プ
ラ
ド
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
ま
で
「
道
徳
の
講
義
室
」（A

ura
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de
M
oral

）
を
飾
る
こ
と
と
な
り
、
ユ
ス
テ
修
道
院
聖
堂
に
は
模
写
が
設
置
さ
れ
た
。
模
写
は
、
一
五
八
〇
│
一
五
八
四
年
に
フ
ェ
リ
ペ

二
世
の
注
文
に
よ
っ
て
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
セ
グ
ラ
（A

ntonio
de
Segura

）
が
制
作
し
、
フ
ア
ン
・
デ
・
エ
レ
ー
ラ
（Juan

de
H
er-

rera,1530-1597

）
が
設
計
し
た
金
め
っ
き
、
彩
色
木
彫
（
信
仰
、
希
望
、
剛
毅
、
正
義
の
彫
像
）
の
祭
壇
枠
に
納
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、

左
側
に
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
、
右
側
に
聖
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
と
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
配
し
た
四
大
ラ
テ
ン
教
父
の

パ
ネ
ル
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

一
│
二

先
行
研
究

本
作
品
の
名
称
は
図
像
的
な
複
雑
さ
か
ら
複
数
の
呼
び
名
が
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ス
ペ
イ
ン
大
使
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
バ
ル
ガ

ス
（Francisco

de
V
argas

）
が
一
五
五
三
年
│
一
五
五
四
年
に
か
け
て
、
本
作
品
の
制
作
の
進
捗
状
況
な
ど
を
記
し
た
書
簡
に
お
い
て

は
、「
三
位
一
体
」
と
記
さ
れ
て
い
る
⑵
。
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
⑶
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
⑷
も
同
様
の
名
称
で
記
述
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ー

ル
五
世
の
遺
言
で
は
、「
最
後
の
審
判
」Juicio

final
⑸
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
長
の
シ
グ
エ
ン
サ

（José
de
Sigüenza,1544-1606

）
も
カ
ー
ル
五
世
の
死
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
本
作
品
を
「
最
後
の
審
判
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
の

ち
に
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
、
そ
こ
で
「
ラ
・
グ
ロ
ー
リ
ア
」
と
呼
び
、
こ
の
呼
び
名
が
定
着
し
て

い
る
⑹
。「
ラ
・
グ
ロ
ー
リ
ア
」La

G
loria

と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
図
像
の
う
ち
、
キ
リ
ス
ト
復
活
、
聖
母
被
昇
天
、
三
位
一
体
な
ど
を
賛

美
す
る
図
像
に
一
般
に
使
わ
れ
る
用
語
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
三
位
一
体
の
賛
美
で
あ
る
。

本
作
品
の
典
拠
は
、
死
、
審
判
、
地
獄
、
天
国
の
四
終
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
た
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（A

urelius
A
ugustinus,

354-430

）
の
『
神
の
国
』⑺
の
天
国
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
⑻
。
ま
た
、
三
位
一
体
と
い
う
図
像
選
択
と
そ
の
解
釈
に
お
け
る
研
究

で
は
、
対
抗
宗
教
改
革
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
き
た
。
ハ
ー
ビ
ソ
ン
⑼
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
ミ
カ
エ
ル
・
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
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（M
ichael

Servetus,1511-1553

）
が
、
一
五
三
一
年
に
『
三
位
一
体
の
誤
謬
に
つ
い
て
』D

e
Trinitatis

erroribus,libri
VII

と
い
う

宗
教
改
革
期
に
お
い
て
影
響
力
の
あ
る
三
位
一
体
論
へ
の
反
論
を
出
版
し
た
こ
と
や
、
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
信
念
を
導
か
れ
、
触
発
さ

れ
た
ヨ
ハ
ン
・
カ
ン
パ
ヌ
ス
（Johann

C
am
panus,1500-1574

）
が
三
位
一
体
論
へ
の
疑
義
を
主
張
し
た
こ
と
に
触
れ
、
カ
ー
ル
五
世

が
三
位
一
体
の
擁
護
を
意
図
す
る
た
め
に
本
作
品
を
制
作
し
た
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
三
位
一
体
の
正
当
性
を
示
す
た
め
に
、
多
く
の

初
期
キ
リ
ス
ト
教
著
者
が
新
約
聖
書
の
三
位
一
体
の
教
義
を
旧
約
聖
書
で
裏
付
け
よ
う
と
試
み
た
よ
う
に
、
本
作
品
下
部
に
お
い
て
も
旧

約
聖
書
の
人
物
が
描
か
れ
た
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
一
五
三
〇
年
に
カ
ー
ル
五
世
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
教
皇
か
ら
戴
冠
さ
れ
た
際
、
セ
ル
ヴ

ェ
ト
ゥ
ス
は
皇
帝
側
近
と
し
て
、
皇
帝
の
告
解
聴
聞
司
祭
フ
ア
ン
・
キ
ン
タ
ナ
（Juan

Q
uintana,c.1482-1534

）
の
補
佐
役
を
務
め
て

い
た
。
こ
の
事
実
を
宗
教
改
革
初
期
時
代
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
人
文
主
義
者
・
論
争
家
の
ヨ
ハ
ン
・
コ
ク
レ
ウ
ス
（Johann

C
ochlaeus,1479-1552

）
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
と
皇
帝
自
身
と
の
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
カ

ー
ル
五
世
は
本
作
品
で
三
位
一
体
へ
の
反
論
を
主
張
す
る
活
動
家
達
と
の
関
係
性
を
否
定
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
と
し
て
三
位
一
体
論

を
擁
護
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章

三
位
一
体
の
教
義
と
図
像

二
│
一

三
位
一
体
論
争

で
は
、
ハ
ー
ビ
ソ
ン
が
指
摘
す
る
三
位
一
体
へ
の
反
論
を
主
張
す
る
活
動
家
と
本
作
品
の
関
係
性
を
検
証
す
る
た
め
、
当
時
の
三
位
一

体
論
争
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
確
認
し
た
い
。

『
三
位
一
体
の
誤
謬
に
つ
い
て
』
を
執
筆
し
た
ミ
カ
エ
ル
・
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
は
、
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
生
ま
れ
の
人
文
主
義
者
、
医
師
、
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神
学
者
で
あ
る
。
一
四
歳
の
頃
か
ら
カ
ー
ル
五
世
の
告
解
聴
聞
司
祭
と
な
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
士
の
フ
ア
ン
・
キ
ン
タ
ナ
に
仕

え
、
一
五
二
七
年
に
法
律
を
学
ぶ
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
大
学
に
入
学
す
る
。
二
年
後
の
一
五
二
九
年
、
彼
は
大
学
を
去

り
、
キ
ン
タ
ナ
を
追
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
同
行
し
、
一
五
三
〇
年
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
サ
ン
・
ペ
ト
ロ
ニ
オ
大
聖
堂
（B

asilica
di
San

Petronio
）
で
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
（C

lem
ens

V
II,1478-1534

）
に
よ
る
カ
ー
ル
五
世
の
戴
冠
式
に
立
ち
会
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お

い
て
、
彼
は
聖
職
者
の
華
や
か
さ
と
道
徳
的
な
衰
退
に
衝
撃
を
受
け
、
そ
れ
ら
が
厳
格
な
福
音
主
義
の
立
場
と
は
対
照
的
で
あ
る
よ
う
に

思
っ
た
。
こ
の
後
に
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
は
ド
イ
ツ
に
も
赴
き
、
宗
教
改
革
の
思
想
に
触
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
疑
念
は
さ
ら
に
深
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
で
生
ま
れ
た
の
が
一
五
三
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
三
位
一
体
の
誤
謬
に
つ
い
て
』
で
あ
る
。
三
位
一
体
論
は
、

ニ
ケ
ー
ヤ
公
会
議
（
三
二
五
年
）
に
お
い
て
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
派
が
正
統
教
義
と
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
公
会
議
（
三
八
一

年
）、
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
（
四
五
一
年
）
を
経
て
、
父
な
る
神
と
子
な
る
神
キ
リ
ス
ト
と
聖
霊
な
る
神
は
、
三
つ
の
位
格
（persona

）

と
し
て
別
個
で
あ
り
つ
つ
、
し
か
も
ひ
と
つ
の
本
質
（substantia

）
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
は
、
こ

の
三
位
一
体
論
の
見
解
に
対
し
て
、
聖
書
の
中
に
は
、
三
位
一
体
、
そ
の
位
格
、
本
質
と
い
っ
た
言
葉
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
と
反
論
し
て

い
る
。
ま
た
、
聖
書
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
表
現
に
つ
い
て
は
、
賛
同
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
、
キ
リ
ス
ト
は
最
初
人
間
そ
の

も
の
で
あ
り
、
聖
霊
を
受
け
て
、
神
の
子
に
な
っ
た
と
説
い
て
い
る
⑽
。
し
か
し
、
三
位
一
体
論
は
、
ニ
ケ
ー
ヤ
公
会
議
で
正
統
と
さ
れ

て
か
ら
は
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
教
理
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
の
教
説
は
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
新
教
側
か
ら

も
異
端
と
さ
れ
、
追
及
さ
れ
る
身
と
な
っ
た
。
一
五
五
三
年
に
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
捕
ら
え
ら
れ
、
処
刑
さ
れ
た
。
し
か

し
、『
三
位
一
体
の
誤
謬
に
つ
い
て
』
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
下
印
刷
所
で
大
量
に
印
刷
さ
れ
て
広
く
普
及
し
、
当
時
の
神
学
思
想
に
非
常

に
大
き
な
衝
撃
と
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
が
カ
ー
ル
五
世
の
告
解
聴
聞
司
祭
の
補
佐
で
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
人
文
主
義
者
ヨ
ハ
ン
・
コ
ク
レ
ウ
ス
が
セ
ル
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ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
と
皇
帝
自
身
と
の
関
係
性
を
示
唆
し
た
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ル
五
世
は
確
か
に
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
の
著
作
を
知
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
は
、
社
会
的
に
影
響
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
孤
立
し
た
個
人
の
活
動
家
で
あ
り
、
ま
た
『
三
位

一
体
の
誤
謬
に
つ
い
て
』
は
、
独
自
の
解
釈
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
同
様
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
か
ら
も
異
端
と

さ
れ
、
完
全
に
支
持
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
対
抗
宗
教
改
革
を
背
景
に
、
カ
ー
ル
五
世
が
三
位
一
体
論
を
擁
護
す

る
意
図
が
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
に
は
再
考
の
余
地
が
残
る
。

二
│
二

三
位
一
体
の
図
像
伝
統

で
は
、
三
位
一
体
の
図
像
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
か
、
本
節
に
お
い
て
概
観
す
る
。
三
位
一
体
は
、『
マ
タ
イ
福
音
書
』（
二

八：

一
九
）
が
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
が
⑾
、
そ
の
教
義
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
初
期
の
時
代
、
多
く
の
場
合
幾

何
学
的
図
形
を
用
い
た
抽
象
的
な
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ア
ル
ベ
ン
ガ
の
洗
礼
堂
の
五
│
六
世
紀
の
モ
ザ
イ
ク
に
お
い
て
三
位
一
体

は
三
つ
の
同
心
円
で
表
さ
れ
て
い
る
。

中
世
初
期
の
時
代
に
は
、
父
な
る
神
は
、
眼
や
雲
か
ら
突
き
出
し
た
手
で
表
さ
れ
、
聖
霊
は
鳩
と
し
て
象
徴
的
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
後
、
一
一
世
頃
か
ら
上
空
に
鳩
の
姿
を
し
た
聖
霊
が
飛
び
、
父
な
る
神
が
背
後
か
ら
十
字
架
に
架
か
る
子
キ
リ
ス
ト
を
支
え
る

姿
で
示
す
例
が
現
れ
た
。
こ
の
磔
刑
形
式
が
最
も
一
般
的
な
三
位
一
体
図
像
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
美
術
で
定
着
し
、
イ
タ
リ
ア
で

は
こ
の
磔
刑
形
式
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
（B

asilica
di
Santa

M
aria

N
ovella

）
の
マ
ザ
ッ

チ
ョ
（M
asaccio,1401-1428

）
の
《
三
位
一
体
》（
図
３
）
な
ど
が
そ
の
典
型
的
な
例
と
い
え
る
。
マ
ザ
ッ
チ
ョ
の
三
位
一
体
で
は
、

聖
母
マ
リ
ア
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
、
寄
進
者
で
あ
る
夫
妻
が
描
か
れ
、
寄
進
者
が
三
位
一
体
を
礼
拝
す
る
様
が
表
さ
れ
た
。
北
方
で
も
、
デ

ュ
ー
ラ
ー
（A

lbrechtD
ürer,1471-1528

）
の
《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
祭
壇
画
》（
図
４
）
が
こ
の
磔
刑
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
稀

ティツィアーノ作《ラ・グローリア》 ― ６０ ―



な
例
で
は
あ
る
が
、
ア
ト
リ
大
聖
堂
の
フ
レ
ス
コ

画
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
三
位
一
体
を
三
頭
の
人
物

と
し
て
表
現
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

一
方
で
、
三
位
一
体
を
三
人
の
人
物
と
し
て
表

し
た
図
像
が
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
美
術
に
お
い
て
描

か
れ
た
。
こ
の
図
像
は
、『
創
世
記
』（
一
八：

一

│
一
五
）
で
登
場
す
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
訪
れ
た
三

人
の
天
使
を
典
拠
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
⑿
。
ア
ン
ド
レ
イ
・
ル
ブ
リ
ョ
フ
（A

ndrei

R
ublev,

c.1360-1430

）
に
よ
る
有
名
な
イ
コ
ン

が
そ
の
良
い
例
で
あ
る
。
三
人
を
表
す
図
像
は
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
⒀
。
ジ
ャ
ン
・
フ
ー
ケ
（Jean

Fouquet,

1415/1420-1478/1481

）
に
よ
っ
て
一
四
五
二
年

│
一
四
六
〇
年
に
制
作
さ
れ
た
『
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ

・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
の
時
祷
書
』Les

H
eures

d’Étienne
C
hevalier

に
あ
る
三
位
一
体
と
聖
人

達
の
美
し
い
細
密
画
（
図
５
）
で
は
、
父
、
子
、

図 4 アルブレヒト・デューラー《ランダウアー祭
壇画》1511年、板に油彩、135×123.4 cm、ウィー
ン、ウィーン美術史美術館
出典：ウィーン美術史美術館 HP〈https://www.khm.
at/en/objectdb/detail/615/〉

図 3 マザッチョ《三位一体》
1425-28年、フレスコ画、640×
317 cm、フィレンツェ、サンタ
・マリア・ノヴェッラ聖堂
出典：The Web Gallery of Art
〈 https : / / www. wga. hu / frames-e.
html?/html/m/masaccio/trinity/trin-
ity.html〉
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聖
霊
は
白
い
服
を
着
た
三
人
の
同
一
人
物
で
描
か

れ
、
そ
の
傍
ら
に
は
聖
母
が
控
え
、
画
面
下
に
は
諸

聖
人
が
集
い
、
中
空
の
三
位
一
体
に
向
か
っ
て
礼
拝

し
て
い
る
。
ま
た
、
一
二
世
紀
に
は
、『
マ
タ
イ
福

音
書
』
の
「
人
の
子
が
全
能
の
神
の
右
に
座
り
、
天

の
雲
に
乗
っ
て
来
る
の
を
見
る
」（
二
六：

六
四
）⒁

と
い
う
一
節
か
ら
触
発
さ
れ
、
父
な
る
神
と
キ
リ
ス

ト
が
玉
座
に
並
列
し
て
座
り
、
そ
の
間
に
聖
霊
を
表

す
鳩
を
描
く
図
像
も
み
ら
れ
る
。
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・

コ
ロ
ー
（Étienne

C
olaud

）
に
よ
る
一
六
世
紀
の

写
本
挿
絵
（
図
６
）
で
は
、
父
な
る
神
と
キ
リ
ス
ト

は
並
座
し
、
聖
霊
の
鳩
は
両
者
の
間
で
翼
を
広
げ
て

い
る
。
そ
し
て
、『
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ

エ
の
時
祷
書
』
と
同
じ
よ
う
に
諸
聖
人
と
組
み
合
わ

さ
れ
た
、
父
と
子
の
二
人
式
の
彩
色
写
本
が
フ
ラ
ン

ド
ル
で
定
着
し
た
。
父
と
子
が
並
列
し
て
玉
座
に
座

る
図
像
は
、
聖
母
戴
冠
の
図
像
の
一
部
に
お
い
て
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
⒂
。
こ
の
よ
う
な
三
人

図 5 ジャン・フーケ《三位一体》
『エティエンヌ・シュヴァリエの時禱
書』、1452-1460年、ミニアチュール、
シャンティイ、コンデ美術館
出典：The Web Gallery of Art〈https://
www.wga.hu/support/viewer/z.html〉

図 6 エティエンヌ・コロー《三位一体》
1525-1531年頃、ミニアチュール、21.8×
14 cm、パリ、フランス国立図書館
出典：フランス国立図書館 HP〈https://
gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b10525879b/f
23.item〉
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式
、
二
人
式
で
表
す
三
位
一
体
と
諸
聖
人
の
図
像
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
写
本
挿
絵
に
お
い
て
頻
繁
に
描
か
れ
て
き
た
。
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ

も
こ
の
父
と
子
の
二
人
式
の
図
像
を
踏
襲
し
て
い
る
。

第
三
章
《
ラ
・
グ
ロ
ー
リ
ア
》
解
釈

三
│
一

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
作
《
ラ
・
グ
ロ
ー
リ
ア
》
の
独
自
性

前
述
の
図
像
伝
統
を
踏
ま
え
、
ま
ず
本
祭
壇
画
の
構
図
と
描
か
れ
て
い
る
人
物
を
確
認
す
る
。
本
祭
壇
画
で
は
、
父
な
る
神
と
子
キ
リ

ス
ト
は
、
並
列
し
て
玉
座
に
座
り
、
間
に
聖
霊
の
鳩
が
飛
ぶ
。
父
と
子
の
左
に
は
神
の
仲
介
人
と
し
て
描
か
れ
た
マ
リ
ア
が
お
り
、
そ
の

背
後
に
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
、
ノ
ア
、
モ
ー
セ
、
ダ
ヴ
ィ
デ
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
⒃
な
ど
、
旧
約
聖
書
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
前
景
の
右
腕
を
伸
ば
す
後
姿
の
女
性
像
は
、
エ
リ
ト
レ
ア
の
巫
女
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
、
さ
ら
に
は

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
擬
人
像
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
三
位
一
体
図
像
の
右
側
に
は
、
白
い
衣
を
着
た
カ
ー
ル

五
世
、
亡
き
妻
イ
ザ
ベ
ラ
が
隣
り
合
っ
て
描
か
れ
、
そ
の
右
の
や
や
下
に
は
手
を
合
わ
せ
る
息
子
の
フ
ェ
リ
ペ
二
世
と
、
娘
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
王
妃
フ
ア
ナ
（Juana
de
A
ustria,1535-1573

）、
カ
ー
ル
五
世
の
姉
妹
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
王
妃
の
レ
オ
ノ
ー
ル
（Leonor

de
A
ustria,

1498-1558

）
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
マ
リ
ア
（M

aria
von

Ö
sterreich,1505-1558

）
が
い
る
。
下
段
に
は
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
と

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
自
身
と
い
わ
れ
る
髭
を
生
や
し
た
老
人
が
横
顔
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
母
の
下
に
い
る
髭
を
生
や
し
た
人
物
は

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
駐
在
の
ス
ペ
イ
ン
大
使
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
バ
ル
ガ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
⒄
。
下
部
の
地
上
に
は
、
田
園
風

景
が
描
か
れ
る
。

天
界
の
三
位
一
体
、
中
央
の
聖
書
に
登
場
す
る
人
物
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
一
族
、
下
部
の
薄
暗
い
地
上
の
三
つ
に
空
間
を
分
け
る
こ
と
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が
で
き
る
構
図
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
祭
壇
画
》（
一
五
一
一
年
）
が
先
行
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
祭

壇
画
》
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
（M

atthäus
Landauer

）
が
、
施
療
院
「
十
二
兄
弟
の
家
」（Zw

ölfbrüderhaus

）

の
礼
拝
堂
へ
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
を
天
上
の
三
位
一
体
、
中
段
の
諸
聖
人
、
地
上
と
分
け
、
寄
進
者
の
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
が
諸
聖

人
と
三
位
一
体
を
礼
拝
す
る
と
い
う
構
造
は
、
本
祭
壇
画
と
類
似
し
て
い
る
⒅
。
し
か
し
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
、
三
位
一
体
図
像
を
当

時
主
流
で
あ
っ
た
磔
刑
形
式
で
は
な
く
、
父
と
子
が
並
列
し
て
玉
座
に
座
る
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
け
る
写
本
の
形
式
を
採
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
寄
進
者
の
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー
を
下
部
の
人
物
群
の
中
に
描
く
一
方
で
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
一
族
を
、
マ
リ
ア
や
ヨ
ハ
ネ
が
い
る
中
段
の
上
部
に
配
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
マ
リ
ア
と
対
置
さ
れ
て
デ
エ
シ
ス
を
構
成
す
る
ヨ
ハ

ネ
は
マ
リ
ア
の
左
脇
に
配
さ
れ
、
本
来
ヨ
ハ
ネ
が
描
か
れ
る
位
置
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
一
族
が
表
さ
れ
て
い
る
（
図
７
）。
デ
エ
シ
ス

（D
eesis

）
と
は
、
キ
リ
ス
ト
を
中
心
に
、
向
か
っ
て
左
に
マ
リ
ア
、
右
に
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
を
配
し
、
マ
リ
ア
と
ヨ
ハ
ネ
が
人
類
の
代
願

者
と
し
て
救
済
を
キ
リ
ス
ト
に
と
り
な
す
図
像
で
あ
る
⒆
。
例
え
ば
、
マ
ザ
ッ
チ
ョ
は
、
一
番
高
い
位
置
に
三
位
一
体
、
そ
の
下
に
デ
エ

シ
ス
を
構
成
す
る
マ
リ
ア
と
ヨ
ハ
ネ
、
柱
の
外
側
か
つ
一
番
下
段
に
寄
進
者
の
夫
婦
を
配
し
て
い
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
《
ラ
ン
ダ
ウ
ア
ー

祭
壇
画
》
や
ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ン
メ
ル
（Peter

H
em
m
el
von

A
ndlau,

c.1420-1506

）
工
房
の
板
絵
（
図
８
）
も
デ
エ
シ
ス
が
構
成
さ

れ
、
下
部
や
地
面
に
寄
進
者
が
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
位
一
体
に
寄
進
者
が
描
か
れ
る
場
合
、
寄
進
者
は
通
常
、
一
段
低
い
場
所

に
い
る
か
、
地
面
に
慎
ま
し
く
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
祭
壇
画
は
、
デ
エ
シ
ス
の
部
分
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
一
族
を

配
し
た
特
殊
な
図
像
で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
一
族
を
デ
エ
シ
ス
の
マ
リ
ア
、
ヨ
ハ
ネ
と
と
も
に
贖
罪
の
と
り
な
し
を
す
る
代
願
者

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
や
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
写
本
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
美
術
を
取
り
入
れ
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
個
々
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
（M

ichelangelo
B
uonarroti,1475-1564

）
や
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
（R

affaello
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図 8 ピーター・ヘンメル工房《三位一体》1479年、板に油彩、79.8×140.2 cm、ロサ
ンゼルス、J・ポール・ゲティ美術館
出典：J・ポール・ゲティ美術館 HP〈https://www.getty.edu/art/collection/object/109HKA〉

図 7 ティツィアーノ《ラ・グローリア》一部（図 1をもとに筆者作成）
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Santi,1483-1520

）
な
ど
同
時
代
の
イ
タ
リ
ア
美
術
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
人
物
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《
カ
ッ
シ

ー
ナ
の
戦
い
》Battaglia

diC
ascina

の
裸
体
の
背
中
を
参
考
に
し
て
お
り
、
左
中
央
の
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
は
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂

（C
appella

Sistina

）
の
《
ゼ
カ
リ
ヤ
》
を
真
似
て
い
る
⒇
。
ま
た
、
背
中
を
向
け
た
女
性
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
《
火
災
の
間
》Incendio

diBorgo
の
人
物
を
観
察
し
た
可
能
性
が
あ
る
21
。

以
上
か
ら
、
本
祭
壇
画
は
イ
タ
リ
ア
で
は
珍
し
い
父
と
子
が
並
列
し
て
玉
座
に
座
る
フ
ラ
ン
ス
の
構
図
を
取
り
入
れ
、
そ
こ
に
デ
ュ
ー

ラ
ー
や
、
イ
タ
リ
ア
美
術
の
要
素
が
部
分
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
通
常
の
諸
聖
人
も
し
く
は
寄
進
者
に
よ
る

三
位
一
体
へ
の
礼
拝
と
い
う
図
像
で
は
、
寄
進
者
は
画
面
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
祭
壇
画
で
は
カ
ー
ル
五
世
ら
一
族
が
代

願
者
の
位
置
に
配
置
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
作
品
の
独
自
の
要
素
と
い
え
る
。

三
│
二

カ
ー
ル
五
世
に
よ
る
制
作
依
頼
の
背
景

さ
ら
に
、
本
節
に
お
い
て
当
時
の
カ
ー
ル
五
世
の
政
治
的
状
況
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
カ
ー
ル
五
世
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の

叔
母
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
（M

arguerite
d’A
utriche,1480-1530

）、
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
フ
ッ
ガ
ー
家
・
ウ
ェ
ル
ザ
ー
家
の
後
ろ

盾
に
よ
り
宿
敵
の
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
（François

I,1494-1547

）
を
選
挙
で
破
り
、
一
五
一
九
年
に
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
即

位
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
両
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
頂
点
に
立
っ
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
植
民
地
を
支
配
す
る

絶
大
な
権
力
を
握
っ
た
が
、
イ
タ
リ
ア
戦
争
、
ル
タ
ー
派
の
宗
教
改
革
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
の
圧
迫
に
苦
し
ん
だ
。
イ
タ
リ
ア
戦
争
で

は
、
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
が
宿
敵
の
フ
ラ
ン
ス
側
に
就
い
た
た
め
に
、
一
五
二
七
年
に
皇
帝
軍
を
ロ
ー
マ
に
侵
攻
さ
せ
て
残
虐
非
道
を

極
め
た
「
ロ
ー
マ
劫
略
」
を
行
い
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
終
焉
を
招
い
た
張
本
人
と
な
っ
た
。
カ
ー
ル
五
世
は
、
イ
タ
リ
ア
戦
争

を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
二
世
（H

enriII,1519-1559

）、
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
、
イ
ギ
リ
ス
女
王
エ
リ
ザ
ベ
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ス
一
世
（Elizabeth

I,1533-1603

）
を
中
心
に
結
ば
れ
た
講
和
条
約
カ
ト
ー
・
カ
ン
ブ
レ
ジ
条
約
（
一
五
五
九
年
）
の
直
前
、
一
五
五

六
年
に
皇
太
子
フ
ェ
リ
ペ
二
世
に
ス
ペ
イ
ン
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
、
弟
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
継
承
さ
せ
て
、
ユ
ス

テ
修
道
院
に
隠
棲
し
た
。
ま
た
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
が
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
て
い
た
一
五
五
一
年
に
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
一

族
を
呼
び
寄
せ
、
帝
位
な
ら
び
に
王
位
継
承
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
退
位
を
迎
え
る
準
備
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
長
年
の
統

治
と
戦
争
、
さ
ら
に
は
持
病
の
痛
風
に
疲
労
し
て
い
た
晩
年
の
時
期
に
本
祭
壇
画
が
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
五
五
六
年
の
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
に
お
け
る
退
位
式
で
の
演
説
か
ら
は
、
カ
ー
ル
五
世
の
贖
罪
と
救
済
の
願
望
が
み
て
と
れ
る
。

﹇
前
略
﹈
私
は
、
乱
れ
た
野
心
か
ら
多
く
の
王
国
を
指
揮
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
と
私
の
他
の
国
、
特
に
フ
ラ
ン
ド

ル
地
方
の
共
通
の
利
益
と
救
済
を
考
え
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
平
和
を
維
持
し
、
ト
ル
コ
に
対
し
て
私
の
全
軍
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
た
の
で
す
。﹇
中
略
﹈
私
の
生
涯
は
ほ
と
ん
ど
戦
争
に
振
り
回
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
真
実
は
、
私
は
戦
争
を
求

め
た
こ
と
は
な
く
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
な
け
れ
ば
引
き
受
け
た
こ
と
も
な
く
、
襲
っ
て
く
る
敵
を
勇
敢
に
撃
退
し
た
と

言
え
ま
す
。
私
の
絶
え
間
な
い
関
心
の
す
べ
て
の
中
で
、
最
も
辛
く
悲
し
い
こ
と
は
、
あ
な
た
が
た
に
与
え
た
か
っ
た
平
和
と
安
寧

を
十
分
に
保
障
し
な
い
ま
ま
、
あ
な
た
が
た
の
も
と
を
去
る
こ
と
で
す
。﹇
中
略
﹈
私
の
統
治
に
つ
い
て
も
う
少
し
述
べ
る
と
、
私

は
、
若
気
、
短
気
、
経
験
不
足
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
人
間
性
の
不
完
全
さ
に
よ
っ
て
、
幾
度
も
誤
り
を
犯
し
た
こ
と
を
告
白
し
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
、
故
意
に
、
そ
し
て
自
発
的
に
、
私
の
臣
民
に
対
し
て
暴
力
や
虐
待
を
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、
暴
力
や
虐
待
が

彼
ら
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
許
し
た
こ
と
も
な
い
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
私
の
知
ら
な
い
間
に
、
私
の
意
図
と
意
志
に
反
し
て
い
た
の
だ
と
述
べ
て
抗
議
し
ま
す
。
私
は
、
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
に
、
こ

の
よ
う
な
過
ち
や
、
ま
た
私
に
対
し
て
起
こ
り
得
る
い
か
な
る
不
満
も
、
許
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
懇
願
し
ま
す
﹇
後
略
﹈22
。
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カ
ー
ル
五
世
の
贖
罪
と
救
済
へ
の
願
望
を
表
す
に
は
、
当
時
主
流
で
あ
っ
た
磔
刑
と
い
う
凄
惨
な
三
位
一
体
図
像
で
は
な
く
、
天
上
に

お
け
る
玉
座
の
父
子
並
列
式
の
三
位
一
体
図
像
が
相
応
し
か
っ
た
。
ま
た
、
カ
ー
ル
五
世
は
ヘ
ン
ト
で
産
ま
れ
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
宮
廷

で
育
て
ら
れ
た
経
緯
か
ら
、
国
際
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
写
本
に
お
け
る
父
子
並
列
式
の
図
像
に
馴
染
み
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
テ
ィ
ツ
ィ

ア
ー
ノ
は
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
て
い
た
お
り
に
、
そ
の
よ
う
な
父
子
並
列
式
の
三
位
一
体
を
見
る
機
会
は
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
カ
ー
ル
五
世
の
遺
言
書
に
お
い
て
、
本
祭
壇
画
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
最
後
の
審
判
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

﹇
前
略
﹈
王
と
そ
の
遺
言
書
が
認
め
る
大
き
さ
で
、
ま
た
、
私
の
絵
画
で
あ
る
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
手
に
よ
る
最
後
の
審
判
の
形

態
に
適
し
た
か
た
ち
で
、（
ユ
ス
テ
修
道
院
）
聖
堂
の
祭
壇
に
は
ア
ラ
バ
ス
タ
ー
ま
た
は
大
理
石
の
半
浮
彫
の
祭
壇
を
制
作
す
る
こ

と
﹇
後
略
﹈23
。

し
た
が
っ
て
、
本
祭
壇
画
は
三
位
一
体
の
賛
美
で
あ
る
と
同
時
に
最
後
の
審
判
の
図
像
で
も
あ
っ
た
。
通
常
、
最
後
の
審
判
で
は
、
キ

リ
ス
ト
の
左
右
に
、
審
判
者
の
贖
罪
の
と
り
な
し
を
す
る
代
願
者
の
マ
リ
ア
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
配
さ
れ
た
、
デ
エ
シ
ス
の
図
像
が
中
央

に
表
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
図
像
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
や
ブ
ル
ゴ
ス
大
聖
堂
な
ど
、
大
聖
堂
の
タ
ン
パ
ン
彫
刻
に
施
さ
れ
て
き
た
。
デ

エ
シ
ス
の
図
像
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
（R

ogier
van

der
W
eyden,1399/1400-1464

）
の
油
彩
画
（
一
四
四

五
年
│
一
四
五
〇
年
）
や
、
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
（Fra’

A
ngelico

/
B
eato

A
ngelico,1390/1395-1455

）
の
テ
ン
ペ
ラ
画
（
一
四

五
二
年
│
一
四
三
〇
年
）
な
ど
、
北
方
・
イ
タ
リ
ア
と
も
に
最
後
の
審
判
に
表
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
、
マ
リ
ア
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
デ
エ
シ
ス

の
構
図
と
そ
こ
に
込
め
ら
れ
る
救
済
へ
の
希
求
は
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
祭
壇
画
で
は
代
願
者
ヨ
ハ
ネ
を
マ
リ
ア
側
に

描
き
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
一
族
が
代
願
者
の
位
置
に
配
さ
れ
、
マ
リ
ア
、
ヨ
ハ
ネ
を
介
さ
ず
に
直
接
贖
罪
と
救
済
を
訴
え
て
い
る
。
カ
ー
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ル
五
世
が
代
願
者
に
代
わ
っ
て
描
か
れ
る
特
殊
な
図
像
は
、
大
聖
堂
な
ど
公
的
な
要
素
が
強
い
街
の
聖
堂
で
は
な
く
、
隠
居
先
の
私
的
な

場
で
活
用
す
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
新
約
聖
書
の
人
物
の
み
な
ら
ず
、
ノ
ア
、
モ
ー
セ
、
ダ
ヴ
ィ
デ
、
エ

ゼ
キ
エ
ル
な
ど
、
予
型
論
的
伝
統
に
従
い
、
旧
約
聖
書
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
を
描
き
、
キ
リ
ス
ト
教
救
済
史
の
全
て
を
取
り
入
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
本
祭
壇
画
に
は
カ
ー
ル
五
世
の
贖
罪
・
救
済
願
望
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

お

わ

り

に

本
祭
壇
画
は
、
カ
ー
ル
五
世
が
直
接
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
に
注
文
し
、
退
位
後
の
終
の
棲
家
と
し
た
ユ
ス
テ
修
道
院
の
私
室
か
ら
常
に
見

え
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
。
本
祭
壇
画
が
、
三
位
一
体
論
争
の
渦
中
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
カ
ー
ル
五
世
は
す
で
に
政

治
か
ら
退
く
時
期
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
代
表
し
て
三
位
一
体
論
を
擁
護
す
る
と
い
う
意
図
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
し
て
、
本
祭
壇
画
の
主
題
は
、
三
位
一
体
の
賛
美
で
あ
る
と
同
時
に
最
後
の
審
判
図
像
で
あ
り
、「
最
後
の
審
判
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
論
者
は
、
カ
ー
ル
五
世
と
一
族
の
配
置
に
彼
の
私
的
な
贖
罪
と
救
済
願
望
が
表
明
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
主
張
し
た
い
。
な
ぜ
な

ら
、
カ
ー
ル
五
世
と
一
族
は
、
代
願
者
ヨ
ハ
ネ
を
マ
リ
ア
の
側
に
追
い
や
り
、
自
分
た
ち
が
雲
中
の
代
願
者
の
位
置
に
い
る
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
マ
リ
ア
、
ヨ
ハ
ネ
を
介
さ
ず
に
直
接
贖
罪
と
救
済
を
訴
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
振
り
か
え
る
マ
リ
ア
に
よ
っ
て

天
に
導
か
れ
る
、
と
い
う
解
釈
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
本
祭
壇
画
の
構
図
と
し
て
は
、
痛
ま
し
い
磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
を
中
心
と
し
、
父
・
子
・
聖
霊
を
垂
直
に
構
成
す
る
形
式
で
は
な

く
、
父
と
子
が
雲
中
の
玉
座
に
並
列
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
や
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
国
際
ゴ
シ
ッ
ク
期
の
写
本
彩
飾
画
に
見
ら
れ
る
図
像
形
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式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
旧
約
・
新
約
の
人
物
が
、
同
一
空
間
に
現
さ
れ
、
予
型
論
の
伝
統
に
従
い
、
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
史
の
全

て
を
組
み
込
ん
で
い
る
。

最
後
に
後
の
時
代
へ
の
影
響
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。《
ラ
・
グ
ロ
ー
リ
ア
》
は
、
コ
ル
ネ
リ
ス
・
コ
ル
ト
（C

ornelis
C
ort,

c.1533-1578

）
の
版
画
を
通
じ
て
、
そ
の
後
の
バ
ロ
ッ

ク
の
画
家
た
ち
へ
広
ま
り
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
（El

G
reco,

1541-1614

）
の
《
オ
ル
ガ
ス
伯
の
埋
葬
》El

entierro

del
C
onde

de
O
rgaz

、
ル
ー
ベ
ン
ス
（Peter

Paul

R
ubens,1577-1640

）
の
《
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
家
に
よ
る
三
位

一
体
賛
美
》Trinità

adorata
dalla

fam
iglia

G
onzaga

（
図
９
）
な
ど
、
ス
ペ
イ
ン
の
宮
廷
で
活
躍
し
た
画
家
た

ち
に
よ
っ
て
真
似
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
構
図
は
確
か
に
テ

ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
寄
進
者
は
慎
ま

し
く
地
上
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
代
願
者
の
位
置
に
描
か

れ
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
時
代
に
ル

カ
・
カ
ン
ビ
ア
ー
ゾ
（Luca

C
am
biaso,

1527-1585

）

が
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
聖
堂
の
聖
歌
隊
席
真
上

の
天
井
に
《
三
位
一
体
の
賛
美
》Adoración

de
la

図 9 ピーター・パウル・ルーベンス《ゴンザーガ家による三位一体賛
美》1604-1605年、カンヴァスに油彩、381×477 cm、マントヴァ、ド
ゥカーレ宮殿
出典：The Web Gallery of Art〈https://www.wga.hu/html_m/r/rubens/10re-
ligi/02religi.html〉
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Trinidad

を
描
き
、
カ
ル
ロ
ス
二
世
（C

ar-

los
II,
1661-1700

）
の
時
代
に
は
ル
カ
・

ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
（Luca

G
iordano,

1634-

1705

）
が
同
修
道
院
主
階
段
天
井
に
《
ス
ペ

イ
ン
君
主
制
の
賛
美
》La

G
loria

de
la

m
onarquía

hispánica

（
図
１０
）
を
制
作
し

た
。
ル
カ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
の
天
井
画
中
央

に
は
聖
三
位
一
体
が
表
さ
れ
、
そ
の
左
側
に

は
、
天
使
を
伴
う
マ
リ
ア
が
描
か
れ
る
。
さ

ら
に
マ
リ
ア
の
真
下
に
は
、
修
道
院
の
守
護

聖
人
で
あ
る
聖
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
付
き

従
っ
て
い
る
。
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
祭
壇
画

と
同
様
に
、
マ
リ
ア
に
対
置
す
る
右
側
で
カ

ー
ル
五
世
が
跪
い
て
二
つ
の
王
冠
を
差
し
出
し
、
そ
の
後
ろ
に
フ
ェ
リ
ペ
二
世
が
描
か
れ
る
24
。
こ
の
よ
う
に
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
以
前
に

は
写
本
彩
飾
画
以
外
で
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
式
の
三
位
一
体
図
像
は
、
カ
ー
ル
五
世
以
降
、
ス
ペ
イ
ン
君
主
の
栄
光
を

示
す
定
型
的
な
図
像
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

図 10 ルカ・ジョルダーノ《スペイン君主制の賛美》（一
部）、1584-1585年、フレスコ画、エル・エスコリアル、エル
・エスコリアル修道院主階段天井
出典：Cremades, 2007, p.160.
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注⑴

作
品
数
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
全
作
品
を
網
羅
し
た
以
下
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
に
基
づ
く
。Filippo

Pedrocco,Titian,
N
ew
Y
ork,2001.

⑵
M
atteo

M
ancini,Tiziano

e
le
cortid’Asburgo:

N
eidocum

entidegliarchivispagnoli,
V
enezia,1998,p.106,p.227.

一
五
五
六
年
と
一
五

五
八
年
の
皇
帝
の
資
産
目
録
に
も
同
じ
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

⑶

Pietro
A
retino,Lettere

sull’arte
diPietro

Aretino,
M
ilano,1957,II,p.455.

⑷

V
asari,Le

vite
de’

più
eccellenti

pittori,scultori
ed
architetti,

II,Firenze,ed.1848,p.1586.

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
著
、
平
川
祐
弘
訳
『
ル
ネ
サ
ン

ス
画
人
伝
』
一
九
八
二
年
、
白
水
社
、
三
六
七
頁
。

⑸

カ
ー
ル
五
世
の
遺
言
書
は
一
五
五
四
年
六
月
六
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
作
成
さ
れ
た
。
皇
帝
の
死
の
数
日
後
の
一
五
五
八
年
九
月
九
日
に
補
遺
が

加
え
ら
れ
、
遺
言
が
完
成
し
た
。C

láusulas
deltestam

ento
y
codicilo

de
C
arlos

V.,
A
rchivo

G
eneralde

Sim
ancas,1554,159

R
5.

⑹

Jose
D
e
Siguenza,H

istoria
Prim

itiva
y
Exacta

delM
onasterio

de
elEscorial,

M
adrid,1881,p.481.

⑺
『
神
の
国
』
の
一
九
│
二
二
巻
が
該
当
す
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
、
服
部
英
次
郎
訳
『
神
の
国
』（
五
）
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
年
。

⑻

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
著
『
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
諸
問
題：

純
粋
絵
画
と
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
眺
望
』
言
叢
社
、
二
〇
〇
五
年
、
七
〇
│

七
二
頁
。Fernando

C
heca

C
rem
ades,ElM

onasterio
Yuste,

M
adrid,2007,pp.140-141.

⑼

C
raig

S.H
arbison,C

ounter-reform
ation

iconography
in
Titian’s

G
loria,The

ArtBulletin,
V
ol.49,N

o.3

（Sep.,

）1967,pp.244-246.

⑽

ミ
カ
エ
ル
・
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
著
、
出
村
彰
訳
「
三
位
一
体
の
誤
謬
に
つ
い
て
」『
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
そ
の
周
辺
』
教
文
館
、
一
九
八
六
年
、
五
│

三
五
頁
、
二
九
二
│
三
〇
八
頁
。

⑾
「
だ
か
ら
、
あ
な
た
が
た
は
行
っ
て
、
す
べ
て
の
民
を
わ
た
し
の
弟
子
に
し
な
さ
い
。
彼
ら
に
父
と
子
と
聖
霊
の
名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授
け
、
あ

な
た
が
た
に
命
じ
て
お
い
た
こ
と
を
す
べ
て
守
る
よ
う
に
教
え
な
さ
い
。」『
聖
書

新
共
同
訳

新
約
聖
書
』
日
本
聖
書
協
会
、
一
一
九
頁
。

⑿
「
主
は
マ
ム
レ
の
樫
の
木
の
所
で
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
現
れ
た
。
暑
い
真
昼
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
天
幕
の
入
り
口
に
座
っ
て
い
た
。
目
を
上
げ
て
見
る

と
、
三
人
の
人
が
彼
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
た
。」『
聖
書

新
共
同
訳

旧
約
聖
書
』
日
本
聖
書
協
会
、
五
四
頁
。

⒀

一
〇
世
紀
初
頭
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
聖
ダ
ン
ス
タ
ン
の
写
本
に
す
で
に
見
出
さ
れ
て
い
る
。

⒁
『
聖
書

新
共
同
訳

新
約
聖
書
』
日
本
聖
書
協
会
、
一
一
〇
頁
。

⒂

有
名
な
作
例
と
し
て
ア
ン
ゲ
ラ
ン
・
カ
ル
ト
ン
（Enguerrand

Q
uarton,1410/1415-1444/1466

）
の
《
聖
母
戴
冠
》（
一
四
五
二
│
一
四
五
三

年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。D

on
D
enny,

The
Trinity

in
Enguerrand

Q
uarton’s

C
oronation

of
the

V
irgin,

The
Art

Bulletin,
1963,

V
ol.45,
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N
o.1,pp.48-52.

⒃

福
音
書
記
者
ヨ
ハ
ネ
と
す
る
説
も
あ
る
。C

rem
ades,2007,p.149.

⒄
Fernando

C
heca

C
rem
ades,

Tiziano
y
la
m
onarquía

hispánica:
usos

y
funciones

de
la
pintura

veneciana
en
España

（siglos
XVI

y

XVII
）,M

adrid,1994,pp.247-248.

⒅

画
面
右
下
隅
に
は
、
署
名
・
年
記
が
記
さ
れ
た
板
を
持
つ
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
姿
が
見
え
る
。
本
祭
壇
に
お
い
て
も
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
自
身
の
肖

像
が
描
か
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

⒆

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
代
わ
り
に
福
音
書
記
者
ヨ
ハ
ネ
な
ど
、
他
の
聖
人
が
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

⒇

こ
の
ほ
か
に
も
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
に
は
類
似
し
た
人
物
が
み
ら
れ
る
。

21

古
代
の
彫
刻
《
ニ
オ
ベ
像
》
を
真
似
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
他
に
も
モ
ー
セ
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
《
瀕
死
の
ガ
リ
ア
人
》
の
ポ
ー
ズ
と

類
似
し
て
お
り
、
古
代
美
術
か
ら
の
着
想
も
確
認
さ
れ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
前
掲
書
、
六
七
頁
。
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“Je
n’y

prétendis
point

par
l’am

bition
désordonnée

de
com

m
ander

à
beaucoup

de
royaum

es,
m
ais
pour

veiller
plus

efficacem
ent

au

bien
com

m
un
etau

salutde
l’A
llem

agne
etde

m
es
autres

États,particulièrem
ent

de
ceux

de
Flandres,désirant

m
aintenir

la
paix

de
la

chrétienté
et
rallier

toutes
ses

forces
contre

le
Turc

[...]
Presque

toute
m
a
vie

a
été
agitée

par
des

guerres;
m
ais
je
puis

dire
en
toute

vérité,que
je
ne
les
ai
pas

cherchées
et
que

je
n’en

ai
entrepris

aucune
sans

y
être

contraint,et
repoussant

avec
courage

les
ennem

is

quim
’attaquaient.J’ajoute

done
que

de
toutes

m
es
incessantes

préoccupations,la
plus

pénible
et
la
plus

triste
est
de
vous

laisser
sans

avoir
m
ieux

assuré
la
paix

et
le
repos

que
j’aurais

voulu
vous

donner
[...]

Pour
dire

encore
quelques

m
ots

de
m
on
gouvernem

ent,
Je

confesse
avoir

erré
plusieurs

fois,entraîné
par

la
verdeur

etla
vivacité

de
la
jeunesse,par

l’inexpérience
ou
toute

autre
im
perfection

de

la
nature

hum
aine;

m
ais
je
déclare

que
jam
ais,sciem

m
ent

et
volontairem

ent,je
n’ai

fait
injure

ni
violence

à
aucun

de
m
es
sujets,

ni

perm
is
qu’on

leur
fîtviolence

etinjure.Sicependantla
chose

avait
eu
lieu,je

proteste
en
disant

que
c’est

à
m
on
insu,contre

m
es
in-

tentions
et
m
a
volonté.

Je
vous

conjure
tous

ici
présents

de
m
e
le
pardonner

et
de
m
’absoudre

de
cette

erreur
ainsi

que
des

autres

plaintes
qui

pourraient
s’élever

contre
m
oi.”

A
m
édée

Pichot,C
harles-Q

uint
:
chronique

de
sa
vie
intérieure

et
de
sa
vie
politique,de

son
abdication

etde
sa
retraite

dans
le
cloitre

de
Yuste,

Paris,1854,pp.190-194.

23

“[...]
se
haga

en
el
altar

m
ayor

de
la
iglesya

del,un
R
etablo

de
alabastro

o
m
arm
ol
y
de
m
edio

R
elieve

del
tam
año

que
parecera

al

R
ey
y
a
m
is
testam

entarios
conform

e
a
las
figuras

de
una

pintura
m
ía
del

Juicio
final,

de
m
ano

de
titiano”,

A
rchivo

G
eneral

de
Si-
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m
ancas,1554,159

R
5.

24

フ
レ
ス
コ
画
の
注
文
主
で
あ
る
カ
ル
ロ
ス
二
世
は
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
、
妻
の
マ
リ
ア
ナ
（M

ariana
de
N
eoburgo,1667-1740

）
と
母
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
マ
リ
ア
ナ
（M

ariana
de
A
ustria,1634-1696

）
を
伴
い
、
中
央
で
の
栄
光
を
教
え
て
い
る
。
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